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MOVIE POP®

狙ったお客様にダイレクトに訴求する、最強の店舗販促ツール

MVP-251
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➡ 商品を邪魔しない
商品スペースを減らさない
プライスレールの高さに合わせ
た、6.1cmコンパクト設計

主役である商品と展示を阻害しま
せん。

「本当の売り場」で訴求できる
お客さまが実際に購入する商品列に設置するので、お客さ
まへ強く訴求できます。

売り場と離れた場所に大画面のビデオを流しても、風景の
一つにしかならず、効果が上がらないのが従来の問題でし
た。

動画+音で強く訴求   騒音にならない
至近距離で訴求するので、音を出しても周りの売
り場の迷惑になる騒音になりません。

絵と音で強く訴求できます。

内蔵メモリ+SDカードの最強コンビ
内蔵メモリにコンテンツを保存、再生できるの
で、カードの盗難の心配がありません。

SDカード内のコンテンツを内蔵メモリにコ
ピーできます。 また、SDカードを再生すること
もできます。

垂れ流しのビデオとは違う
狙ったターゲットにタイムリーに訴求
お客さまに「見せたい日、曜日、時間」に、「見せたいコンテンツ」
を再生して、ピンポイントで訴求できます。

あたかも、そこに販売員がいるかのような、きめ細かな再生設
定ができます。

店舗・販促現場の声に、最高レベルの技術で応えた、新世代の動画POP

パソコンで一括設定可能
付属のソフトでコンテンツの選択

やスケジュー
ルを一括設定
管理できます。

本体でもタイ
マー設定でき
ます。

MOVIE POP® はココが違う！
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MOVIE POP 運用の流れ

ビデオファイル
MPEG2
DVD
AVI
etc.

対応MPEG4
ファイル

再生したい
スケジュール

クリックだけで
スケジュールを設定 クリックで

ファイルを
選択

複数再生、
プログラム
再生対応

再生リストが作成される
999行までOK

（当日分は10行まで）

必要なビデオファイルと
スケジュールを定義した
STPFファイルが
SDカードに書き出され
る

SD→内蔵メモリ にコピー

内蔵メモリにコピーするから
1枚のSDカードで何台も書換え可能

スケジュール通りに
自動的に再生開始

STPFMakerを使用せずに、本体だけでも
スケジュール設定することもできます。
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これが売り場の声と現状
置く場所がない
メーカー様が販売店様に動画POPの設置を
提案しても、次の理由で断られることが多く
あります。

「こんな大きい物を置いたら、商品の展示数
が減って売上が下がる」

「店が狭いから置く場所がない」

	 	

プライスレールや柱などの商品スペース以
外の場所に取り付けることができる、超コン
パクトサイズです。

さらに動画のリピートの間にプライス（静止
画可能）やQRコードなどを表示させること
もできます。

動作していない
メーカー様の営業が販売店様を訪問すると、
設置した動画POPの画面が真っ黒のまま止
まっていることがあります。

	 	

DVDプレーヤーのように、毎朝店員が操作
しなくてもOK！

充実したタイマー設定で、営業日、営業時間
のみ動作させることができ、店員の方が停止
したままにすることを防止しています。

充電式の内蔵時計により、閉店時に電源が切
られても、翌日正常に動作します。

設定画面を表示していても時間がたつと自
動的に再生にもどったり、タイマー設定、時
刻設定をしていなくても自動的に再生する
など、「いつも動作すること」に重点をおいて
開発しました。

設置や配線が面倒
DVDのように、設置場所を確保するのが大
変だったり、配線や操作をする必要もありま
せん。

いたずらされる
操作ボタン部はカバー式になっており、ネジ
止めして開かないようにすることができま
す。
また、パスワード機能もあります。
さらに警報機能も内蔵しており、警報ケーブ
ルを切ったり、外すとブザーが鳴り続けま
す。

売上アップに結びつかない
高額で大画面のTVとDVDを設置してみた
ものの売上につながらない。
お客様はほとんど見てくれない。

	 	

実際の商品が並んでいる商品棚に設置でき
るので、その商品カテゴリの購買客の視角に
入ります。 商品棚の前に来ることは購買意
欲が高いことを意味しており、そこで再生さ
れている動画の内容への関心も強くなりま
す。
そして、商品がすぐそばにあるので、購買へ
と結びついていきます。

同じ商品でも、設置場所や状況によって動画
を変えるのも効果的です。
例えば、電子機器の場合では、混雑する曜日
や時間帯では競合製品よりも目立たせる
キャッチコピーを連呼した動画にしたり、反
対に製品をじっくり選ばれる時間帯では特
徴をじっくり説明した動画にすることで競
合製品よりも高性能を訴求できます。
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これがメーカーの声と現状
CMしか流せない
従来の製品では、どの客層や店舗でも使える
ように、イメージ色の強いCMなどしか流せ
ませんでした。

	 	

STPFにより、店舗のカラーに合わせたコン
テンツ内容のSDカードが簡単に作れます。
曜日や時間帯に合わせて、「クールなビジ
ネスマン向け」「学生の勉強用」「主婦向けの
HOWTO編」「シニア向け編」など、ピンポイ
ントで訴求できます。

コストが高い
従来の製品は、その単価が高額なことに加え
て、メモリカード、取付什器、DVDなどの配
送料、店員への説明などのコストがかかり、
負担が大きい。

	 	

・単価は低価格

・背面、底面の2通りの取り付けネジ穴が完備

・内蔵メモリ搭載で、メモリカードはコンテ
ンツ変更時のみ使用

・パソコンを使いインターネットからコンテ
ンツを受け取り、SDカードで書き換え可能

・毎日の操作は不要なので、店員への操作説
明も不要

機動的な運用ができない
CMのスタートにあわせて店舗でも一斉に
キャンペーンを打ち出したいが、その当日
にコンテンツの交換に人員が大量に必要に
なったり、動画POPごと入れ替えたりで、莫
大なコストがかかる上に大型店しか対応で
きない。

	 	

STPFを使用すれば、日時期間を決めて動画
を変更することができます。
例えば7月1日からの新CMにあわせて、全
店舗でも一斉に新CMを流すことができま
す。 しかも、初オンエアの時刻にあわせてス
タートすることもできます。
新CMの動画は当日一斉に人が作業する必
要はありません。 前もって店舗を巡回した
時に、新CMと更新されたSTPFの入った
SDカードをMOVIE POPに入れてコピー
しておけばいいのです。

期間限定のキャンペーンや告知、タイムサー
ビスにも利用できます。
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STPF（SystemTALKS Playing Format）とは、画期的な自動実行ソフトウェアです。
従来の動画POPは、再生するコンテンツやタイマー等の設定を、本体ボタンやリモコンで設定し
ていました。
またコンテンツの変更には、SDカードなどのメモリカードを差し換える必要がありました。

STPFを使用すれば、指定時間にオートスタート・リピート・ストップが可能であり、特定の日時
に特定のコンテンツを再生させる事が、容易に実現可能です。

STPFの具体的使用例
通常は、『商品A』のファイルを再生しているが、母の日には、『カーネーション付特別商品B』の販
売の為、1日だけ、特別バージョンのファイルを再生したい。

従来は・・・・
当日の朝、担当者が店舗に出向きメモリカードを交換、翌日の朝、再度店舗に出向き、もとのメ
モリカードに再度交換。
 
STPFを使用すると・・・・
予め作成した自動実行ファイルを、前日までに『MOVIE POP』にコピーするだけで、当日朝か
ら特別バージョンを再生、翌日には自動的に『商品A』のファイルを従来通り再生します。

STPFの作成
STPFは、パソコンのマウス操作のみで簡単に作成できます。

STPFとは？
    [例] ・毎日10：00～21：00に、Video-1.asf→Video-2.asf→Video-3.asf の順で
   再生する。
 ・水曜日は定休日のために動作しない。
 ・5月2日水曜日は臨時営業し、毎日と同じビデオを再生する。
 ・5月26日～5月31日は特別セールを実施するため、営業時間を22：00
    まで延長し、
    Sale.asf→Video-1.asf→Sale.asf→Video-2.asf→Sale.asf→Video-3.asf 
    を再生する。5月30日水曜日も営業する。
 ・さらに特別セール期間中は、18:00～18：30にタイムセールを実施し、
    TimeSale.asf を再生する。
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各部の名称と働き
■本体正面・天面部

■本体背面

■本体底面

主な仕様
 
液晶表示装置 2.5型 LTPS TFT LCD 960×240
使用可能メモリ 内蔵（256MB）、SD （最大容量　2GB）
動画再生フォーマット 映像： MPEG4（ASF） 640×480/320×240, 

最大30fps, 400kbps ～3Mbps
音声： WAV（IMA ADPCM）, 16KHz/48KHz

静止画対応フォーマット JPEG　ファイルサイズ：最大6MB （EXIF2.2）
映像出力形式 NTSC形式/ PAL形式
外部インターフェイス USB MiniB（USB2.0、電源入力）×1、 AV出力端子、

MVEX拡張コネクタ
電源 ACアダプタ
外形寸法/質量 100×61.5×18mm / 約80ｇ
付属品 アプリケーションCD、 ACアダプタ、警報ケーブル、

ネジ、マニュアル/保証書、 
添付アプリケーション ・Media Converter （様々な動画ファイルを本機使用

可能形式に変換するアプリケーションです。） 
・STPFMaker Express

対応パソコン CPU： Pentium III 800 MHz以上(P4 1.6 
GHz以上を推奨)

RAM： 128 MB (512 MB以上 DDR RAMを推
奨)

ハードディス
ク：

500 MB以上の空き容量(プログラム
のインストール用) 

ディスプレイ： 1024 x 768以上の解像度で16ビッ
ト以上のカラー

光学ドライブ： CDまたはDVDドライブ
USBポート： USB2.0またはUSB1.1 （USB2.0を推

奨） 
OS：  Windows Vista/XP/2000/ME

　
          
                            

液晶モニタ

スピーカー

操作ボタン

USB コネクタ

SDカードスロット

動作ランプ
パソコンと接続して、映
像データをコピーするな
どの用途に使用します

SD カード内の映像を表
示させることや、SD カー
ドから内蔵メモリにデー
タをコピーします。

次ページ参照

次ページ参照

OFF

ON

トップカバー

取付ネジ穴
金具取付用です。

電源コネクタ
添付の A Cアダプタ以外は 
使用しないでください。

電源スイッチ

カバー固定ネジ穴
トップカバーが開かないように
ネジ止めできます。

バスレフダクト
低音補強用の穴です。ふさがな
いでください。

警報ケーブル 
コネクタ

ジャンパーピンを外して、警報
ケーブルを取り付けます。

警報ブザー
警報ケーブルが外されたり切断
されるとブザーが鳴ります。

AVOUT三脚穴
市販のカメラ用、ビデオカメ
ラ用の三脚を取付できます。

拡張コネクタ
オプション機器用です。

AV出力コネクタ
オプションの A Vケーブルを
使用して市販のテレビに映
像を映すことができます。


